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四
月
二
十
九
日
の
実
行
委
員
会
か
ら
、
作
品
展
に
向

け
て
の
準
備
、
作
品
制
作
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
第
三
十
七
回
滉
陽
書
道
展
。 

臨
書
添
削
会
、
錬
成
会
（
成
人
）
、
中
高
生
錬
成
会
を

経
て
、
八
月
二
十
八
日
の
成
人
部
作
品
提
出
・
選
別
会
、

九
月
十
一
日
の
生
徒
部
作
品
提
出
を
も
っ
て
す
べ
て
の

作
品
が
出
揃
い
ま
し
た
。 

九
月
二
十
二
日
に
実
行
委
員
会
・
生
徒
部
の
作
品
貼

付
け
・
九
月
二
十
五
日
の
和
綴
じ
講
座
、
そ
し
て
、
九
月

二
十
六
日
に
会
場
設
営
準
備
を
行
い
、
い
よ
い
よ
書
道

展
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

第
三
十
七
回
（
平
成
二
十
八
年
度
）
滉
陽
書
道
展 

《
会 

期
》
九
月
二
十
七
日
（
火
）
～
十
月
二
日
（
日
） 

九
時
三
十
分
～
十
七
時
（
最
終
日
は
十
六
時
ま
で
） 

《
入
賞
者
の
授
賞
式
》
十
月
一
日
（
土
） 

《
場 

所
》
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 
 

 
 
 
 
 
 

大
津
市
瀬
田
南
大
萱
町
一
七
四
〇
―
一 

（T
e
l 0

7
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1
1
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■
Ｊ
Ｒ
瀬
田
駅
か
ら
バ
ス
「
滋
賀
医
大
」
行
き 

「
文
化
ゾ
ー
ン
前
」
下
車
徒
歩
五
分 

◆
臨
書
添
削
会
◆ 

滉
陽
会
員
の
臨
書
課
題
の
添
削
会
を
六
月
二
十
五

日
、
七
月
一
六
日
、
八
月
六
日
の
三
回
開
催
し
、
延

べ
三
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

                        

                            

◆
錬
成
会
（
成
人
）
◆ 

八
月
二
十
一
日
（
日
）
守
山
商
工
会
議
所 

大
ホ
ー
ル

に
て
第
三
十
七
回
滉
陽
展
に
向
け
て
の
錬
成
会
が
参
加

者
三
十
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

中
川
翠
玲
先
生
よ
り
各
人
に
熱
く
丁
寧
な
御
指
導
を

い
た
だ
き
、
互
い
の
作
品
に
刺
激
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ

創
作
作
品
の
仕
上
げ
に
励
み
ま
し
た
。 

  

 

第
三
十
七
回 

滉
陽
書
道
展 

開
催
に
向
け
て
作
品
制
作
・
準
備
進
む 
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◆ 
中
高
生
錬
成
会 

◆ 
滉
陽
書
道
展
の
出
品
に
む
け
、
毎
年
ほ
ぼ
夏
休
み
期

間
中
に
守
山･

八
幡
の
教
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
一
日

中
書
き
込
み
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

先
必
ず
貴
重
な
経
験
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
来
年
も

開
催
致
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
講
師
も
一
生
懸
命
努
め
ま
す
。 

               

           

   

                                      

 

 

  
 

一 
 

滋
賀
県
知
事
賞 

 
 

二 
 

滋
賀
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

 
 

三 
 

滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞 

こ
れ
ら
は
滉
陽
会
員
作
品
お
よ
び
生
徒
部
作
品
の
中 

か
ら
最
も
優
れ
た
作
品
に
授
与
い
た
し
ま
す
。 

 
 

四 
 

大
津
市
長
賞 

 
 

五 
 

大
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

 
 

六 
 

守
山
市
長
賞 

 
 

七 
 

守
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

 
 

八 
 

近
江
八
幡
市
長
賞 

 
 

九 
 

近
江
八
幡
市
教
育
長
賞 

こ
れ
ら
は
滉
陽
会
員
作
品
お
よ
び
生
徒
部
作
品
の
中 

か
ら
優
れ
た
作
品
に
授
与
い
た
し
ま
す
。 

 
 

十 
 

日
本
習
字
教
育
財
団
理
事
長
賞 

教
室
会
員
の
成
人
部
お
よ
び
生
徒
部
作
品
の
中
か
ら 

観
峰
流
書
風
の
優
れ
た
作
品
に
授
与
い
た
し
ま
す
。 

 
 

十
一 

読
売
新
聞
大
津
支
局
長
賞 

 
 

十
二 

Ｂ
Ｂ
Ｃ
び
わ
湖
放
送
賞 

 
 

十
三 

呉
竹
賞 

 
 

十
四 

墨
運
堂
賞 

こ
れ
ら
は
教
室
会
員
の
成
人
部
お
よ
び
生
徒
部
作
品
の 

中
か
ら
優
れ
た
作
品
に
授
与
い
た
し
ま
す
。 

十
五 

奨
励
賞 

教
室
会
員
の
成
人
部
お
よ
び
生
徒
部
作
品
の
中
か
ら 

優
秀
で
将
来
性
の
高
い
作
品
に
授
与
い
た
し
ま
す
。 

 
 

十
六 

優
秀
賞
お
よ
び
努
力
賞 

生
徒
部
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
作
品
、
短
期
間
に
著
し

く
上
達
さ
れ
た
作
品
、
継
続
し
て
努
力
さ
れ
た
作
品
に

授
与
い
た
し
ま
す
。 

 

    

◆
第
三
十
七
回 

滉
陽
書
道
展
「
授
賞
」
に
つ
い
て 

●
鶴
の
説
明
：
鶴
の
付
い
て
い
る
作
品
は
、
生
涯
学
習
が

叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、
八
十
歳
を
越
え
て
も
な
お
日
々
精

進
さ
れ
て
い
る
方
の
作
品
で
す
。 

 

全６回開催の錬成会に、 

延べ 49名が参加しました。 

◆ 

成
人
・
高
校
生
作
品 

提
出
・
選
別 

◆ 

八
月
二
十
八
日
に
実
行
委
員
が
集
ま
り
守
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
て
第
三
十
七
回
滉
陽
書
道
展
の
成
人
作
品
最
終
選
別
を

行
い
ま
し
た
。 

中
川
先
生
、
福
嶋
先
生
、
安
居
理
事
、
属
先
生
を
中
心
に
教
室
会

員
作
品
か
ら
実
行
委
員
の
創
作
作
品
、
一
字
書
ま
で
一
日
が
か
り

で
力
作
を
添
削
・
選
別
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

作
品
の
持
ち
手
は
ど
ん
な
紙
を
使
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
作
品

を
裏
か
ら
見
て
勉
強
し
た
り
、
自
分
も
こ
ん
な
作
品
を
書
い
て
み

た
い
、
来
年
は
こ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
等
、
と
て
も
勉
強
に

な
る
選
別
会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
の
滉
陽
展
が
成
功
す
る
様
あ
と
一
ヵ
月
の
準
備
期
間
を
全

員
で
頑
張
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。 
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◆
生
徒
部
作
品
展
示
ま
で
の
な
が
れ 

 

① 
各
教
室
に
て
生
徒
と
作
品
に
つ
い
て
書
く
内
容
を

決
め
る
。 

② 

硬
筆
部
は
硬
筆
作
品
と
、
毛
筆
に
ふ
れ
る
機
会
と

し
て
筆
で
色
紙
作
品
を
創
り
、
色
画
用
紙
に
貼
付
。 

小
学
生
毛
筆
部
は
各
学
年
に
応
じ
た
作
品
を
仕
上
げ
る
。 

中
学
生
は
半
切
作
品
に
揮
毫
す
る
。
守
山
教
室
と
八
幡

教
室
に
て
、
中
高
生
練
成
会
が
各
三
回
ず
つ
開
催
さ
れ

錬
成
の
場
と
す
る
。 

③ 

九
月
十
一
日
各
教
室
か
ら
作
品
を
提
出
し
、
優
秀

作
品
を
審
査
す
る
。 

④ 

業
者
に
し
わ
伸
ば
し
に
出
し
、
九
月
二
十
二
日
、

台
紙
に
貼
り
付
け
作
業
を
す
る
。 

⑤ 

九
月
二
十
六
日
作
品
展
準
備
日
に
展
示
し
、
優
秀

作
品
に
リ
ボ
ン
を
つ
け
る
。 

  

                  

   

                          

         

                                      

 

受
賞
者
報
告 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 

【
玄
心
展
】 

兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞 

書
人
賞 

 
 
 

伊
部
芳
翠 

 

【
玄
心
公
募
展
】 

 

・
秀
作
六
名 

藤
田
瑞
有
、
新
谷
真
穂
、
橋
本
翠
遊 

井
上
恵
華
、
瀬
口
幸
代
、
山
田
馨
泉 

・
入
選 

久
木
野
恵
子 

 

【
読
売
書
法
展
】 

・
秀
逸
五
名 

安
居
暢
翰
、
伊
部
芳
翠
、
中
間
翠
洸 

 

宮
﨑
恵
舟
、
河
野
翠
風 

・
入
選
十
三
名 

井
狩
遊
雪
、
木
村
香
雪
、
引
間
京
華
、
玉
木
桂
華 

改
発
蒼
風
、
日
下
部
雅
苑
、
木
村
静
宵
、 

山
本
翠
舟
、
土
田
純
香
、
川
田
幸
洲 

山
川
桐
葉
、
森
永
圭
霞
、
小
濱
翠
鳳 

 

【
生
徒
部
八
段
位
合
格
者
】
（
三
月
実
施
） 

平
尾
か
な 

能
登
川
教
室 

中
三 

毛
筆 

  

生
徒
部
作
品 

審
査
の
様
子 

   

耳
寄
り
情
報
☆ 

  

よ
い
墨
の
磨
（
す
）
り
方
と
は
？ 

（
墨
の
ひ
み
つ
Ｑ
＆
Ａ 

奈
良
製
墨
組
合
Ｈ
Ｐ
） 

  

硯
（
す
ず
り
）
の
表
面
に
は
「
鋒
鋩
」（
ほ
う

ぼ
う
）
と
い
っ
て
、
微
細
な
ヤ
ス
リ
状
の
凹
凸
が

あ
り
ま
す
。
墨
は
こ
の
鋒
鋩
に
よ
っ
て
磨
（
す
）

り
お
ろ
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

力
を
込
め
て
磨
り
ま
す
と
墨
の
粒
子
が
荒
く

な
り
、
墨
の
も
つ
本
来
の
墨
の
色
が
出
ま
せ
ん
。 

硯
の
面
に
水
を
数
滴
た
ら
し
、
力
を
い
れ
ず

に
ゆ
っ
く
り
と
磨
り
上
げ
、
濃
く
な
れ
ば
海
に

お
ろ
し
、
再
び
水
を
た
ら
し
、
ゆ
っ
く
り
と
磨
っ

て
ゆ
く
の
が
理
想
で
す
。 

そ
し
て
最
後
に
使
う
濃
さ
に
水
で
薄
す
め
て

下
さ
い
。
こ
う
し
ま
す
と
、
墨
本
来
の
生
き
生
き

と
し
た
墨
の
液
が
得
ら
れ
、
美
し
い
墨
の
色
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
方
が
は
や
く
濃
く

な
る
の
で
す
。 

 

奈
良
製
墨
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

墨
の
ひ
み
つ
Ｑ
＆
Ａ 

よ
り 

h
ttp

://w
w

w
.su

m
i-n

a
ra

.o
r.jp

/in
d

e
x
4

.h
tm

l 
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◆
古
筆
講
座 

 
 
 
 

守
山
駅
前
教
室 

 

木
村
香
雪 

古
筆
講
座
で
は
、
元
永
本
古
今
和
歌
集
と
高
野
切
第
一

種
の
臨
書
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
仮
名
書
道
の
代

表
的
古
筆
の
一
つ
で
、
余
白
の
美
し
い
字
の
流
れ
や
華
麗

な
料
紙
は
見
事
な
も
の
で
す
。
綺
麗
な
紙
に
仮
名
を
書
い

て
み
た
い
と
思
い
、
書
道
を
始
め
た
私
に
と
っ
て
は
有
意

義
な
ひ
と
時
で
す
。 

毎
回
の
課
題
と
し
て
は
、
字
形
、
空
間
、
リ
ズ
ム
等
を
原

本
そ
の
ま
ま
忠
実
に
臨
書
を
す
る
形
臨
を
学
ん
で
い
ま
す
。

属
先
生
の
丁
寧
な
ご
指
導
の
お
陰
で
、
徐
々
に
繊
細
な
線

の
動
き
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
表
現
す

る
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す
る
ば

か
り
で
す
。 

今
後
は
講
座
作
品
発
表
会
に
向
け
、
納
得
の
い
く
作
品

が
仕
上
が
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

                  

                 

◆
調
和
体
講
座 

 
 
 

 

八
幡
教
室 

田
附
湖
蝶 

 

岡
田
祖
翠
先
生
ご
指
導
の
も
と
、
年
六
回
の
限
ら
れ

た
回
数
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
イ
ズ

の
作
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
色
々
な
先
生
に

指
導
い
た
だ
く
こ
と
で
、
書
道
の
世
界
の
奥
深
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
色
々
な
作
品
の
勉
強
を
し
な
が
ら
年
度
末
の

講
座
作
品
展
に
向
け
て
の
作
品
を
模
索
し
な
が
ら
勉
強

し
て
お
り
ま
す
。
岡
田
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
、
紙
面
に

負
け
ぬ
よ
う
に
一
字
一
字
力
強
く
書
き
込
む
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
筆
の
選
び
方
使
い
方
な
ど
、
い
ろ
ん

な
面
で
新
し
い
こ
と
を
発
見
し
て
い
ま
す
。
力
強
い
線

は
な
か
な
か
自
分
の
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
こ
の
作

品
が
自
分
の
も
の
に
な
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

今
後
と
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

     

                                      

◆
 

定
期
講
座 ◆

 
   

岡
田
祖
翠 

先
生 

略
歴 

昭
和
十
一
年
大
阪
に
生
ま
れ
る 

西
村
桂
洲
先
生
に
師
事 

昭
和
三
十
八
年
日
展
初
入
選 

現
在 

日
展 

会
友
、
日
本
書
芸
院 

参
与
、 

読
売
書
法
展 

理
事
、
全
関
西
展 

招
待
、 

滋
賀
書
作
家
協
会 

理
事
長
、 

玄
武
書
道
会 

会
長
… 

 

直
接
師
事
を
仰
ぐ
に
は
錚
々
た
る
ご
経
歴
過
ぎ
て
、

当
初
は
皆
と
て
も
緊
張
し
て
い
た
の
で
す
が
、
若
く

し
て
日
展
入
選
後
、
二
十
三
、
四
年
間
も
入
選
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
お
ら
れ
た
お
話
や
、
洋
画
、
日
本
画
、
陶

芸
、
自
然
の
景
色
な
ど
、
書
以
外
の
も
の
を
見
て
審

美
眼
を
養
う
こ
と
が
大
切
、
感
性
を
磨
く
こ
と
で
、

自
分
の
感
性
で
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
。
と
い
う

お
話
な
ど
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
少
し
ず
つ
先
生
の
お

考
え
を
浸
透
さ
せ
な
が
ら
作
品
作
り
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

定
期
講
座
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー③

 

調
和
体
講
座
講
師 

岡
田
祖
翠
先
生 
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◆
古
典
講
座 

 
 
 
 

守
山
駅
前
教
室 

木
村
静
宵 

七
月
十
七
日
、
初
め
て
の
古
典
講
座
に
緊
張
し
な
が
ら

参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
池
田
先
生
の
お
手
本
を
元
に
、

筆
の
持
ち
方
か
ら
始
ま
り
、
始
筆
・
筆
の
運
び
方
・
腕
の

力
の
入
れ
る
所
等
、
一
本
の
線
を
た
だ
き
ち
ん
と
書
く
の

で
は
な
く
、
一
本
の
線
に
変
化
を
つ
け
な
が
ら
書
い
て
い

く
。
だ
け
ど
、
変
化
を
つ
け
す
ぎ
て
も
「
や
り
す
ぎ
」
に
な

っ
て
し
ま
う
。
い
ろ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
書
い
て
い
る

と
、
つ
い
つ
い
力
ん
だ
字
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、

先
生
に
筆
を
持
っ
て
も
ら
い
、
先
生
の
筆
の
運
び
に
任
せ

て
書
く
と
、
余
計
な
力
が
入
る
事
な
く
ス
ー
と
書
け
て
い

く
の
に
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

講
座
中
、
緊
張
で
の
ど
が
渇
い
て
き
た
の
で
す
が
、
当

番
の
方
が
美
味
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を
出
し
た
く
だ
さ
り
、 

ほ
っ
と
一
息
つ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、
い
か
に
自
分
ら
し
い
、
生
き
た
線
を
書

く
事
が
臨
書
の
楽
し
み
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と

感
じ
ま
し
た
。 

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

               

                                      

       

若
草
書
道
教
室
は
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
に
翠
玲
書
道

教
室
と
し
て
中
川
先
生
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
丸

二
十
八
年
に
な
り
ま
す
。 

新
興
住
宅
地
で
総
称
『
飛
島
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
』
と
呼
ん

で
ま
し
た
。
書
道
教
室
が
他
に
無
か
っ
た
の
で
、
最
初
は

十
人
程
で
し
た
が
、
何
度
も
チ
ラ
シ
を
ま
き
徐
々
に
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
最
高
に
多
い
時
で
一
五
〇
人
以
上
在
籍

し
て
ま
し
た
。 

以
前
は
生
徒
さ
ん
も
ゆ
っ
く
り
と
し
て
ま
し
た
か
ら
、

座
る
机
が
無
い
時
は
後
ろ
で
順
番
に
座
っ
て
待
っ
て
い
ま

し
た
。
今
は
生
徒
さ
ん
も
忙
し
く
、
い
く
つ
も
お
け
い
こ

が
あ
っ
た
り
塾
が
あ
っ
た
り
で
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
に

な
り
ま
す
。 

同
じ
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
の
中
で
も
、
住
所
が
草
津
市
と
大

津
市
に
分
か
れ
て
い
て
、
小
学
校
も
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
づ
つ

有
り
ま
す
。
今
で
は
書
道
教
室
も
増
え
て
、
私
の
知
る
限

り
で
は
七
教
室
も
あ
り
激
戦
区
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

長
年
や
っ
て
来
た
実
績
も
あ
り
、
新
入
会
の
方
は
今
来

て
る
生
徒
さ
ん
の
紹
介
が
殆
ど
で
す
。 

中
学
生
に
な
る
と
部
活
と
塾
で
や
め
て
し
ま
い
ま
す
が
、

八
段
を
め
ざ
し
て
る
生
徒
さ
ん
は
残
っ
て
く
れ
ま
す
。 

段
々
と
体
力
・
気
力
・
集
中
力
も
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
生
徒
さ
ん
と
接
し
て
い
る
と
楽
し
い
で
す
し
、

昇
級
・
昇
段
し
て
下
さ
る
と
自
分
の
事
以
上
に
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。 

い
つ
ま
で
出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
老
体
に
鞭
打

っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

定
期
講
座
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー④

 

ま
ほ
ろ
ば
講
座
講
師 

井
狩
遊
雪
先
生 

教
室
紹
介 

【
若
草
書
道
教
室
】 

 
 

 
 

 

講
師
：
山
本
華
泉 

 

書
歴 遅

咲
き
の
二
十
五
歳 

  

書
道
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け 

年
賀
状
が
上
手
く
か
け
た
ら
な
ぁ
と
思
っ
て 

(

こ
ん
な
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
る
と
は
。 

人
生
は
お
も
し
ろ
い) 

 書
道
を
続
け
て
嬉
し
か
っ
た
事
・
苦
し
か
っ
た
事 

生
徒
や
仲
間
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
合
い
。 

ま
た
死
ぬ
ま
で
続
け
る
と
生
涯
学
習
に
し
て 

下
さ
る
方
が
居
ら
れ
る
こ
と
。 

子
育
て
中
は
、
あ
ま
り
書
く
時
間
が
と
れ
な
く
、

も
ど
か
し
い
思
い
も
し
た
け
れ
ど
、 

そ
ん
な
時
で
も
細
々
と
続
け
さ
せ
て 

い
た
だ
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 趣
味 洋

裁
、
ハ
イ
キ
ン
グ 

 

人
生
の
転
機
に
な
っ
た
事 

中
川
先
生
と
の
出
会
い
と
御
配
慮
。 

第
一
子
を
出
産
し
た
ら
当
然
辞
め
る
と 

思
っ
て
ま
し
た
。 

今
や
三
人
の
母
で
す
。 
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◆
教
養
講
座
④ 

 

六
月
二
十
六
日
に
守
山
駅
前
教
室
に
て
第
四
回
の
教
養

講
座
で
あ
る
「
短
冊
作
品
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
初
め
て
滉
陽
会
の
会
員
の
方
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
の
方
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師
の
下
村
荘
香
先
生
か
ら
三
種
類
の
お
手
本
を
頂
き
、

か
な
の
古
典
や
細
字
を
短
冊
に
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
お
手
本
に
で
き
る

だ
け
近
づ
け
る
よ
う
練
習
を
さ
れ
、
講
座
の
最
後
に
は
皆

さ
ん
が
短
冊
作
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

普
段
は
な
か
な
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
な
い
短
冊
の
作
品

で
す
が
、
教
養
講
座
を
き
っ
か
け
に
参
加
さ
れ
た
方
々
が
、

今
後
は
身
近
な
作
品
と
し
て
短
冊
を
書
か
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。 

                    

 

◆
教
養
講
座
⑤ 

 

七
月
三
日
に
第
五
回
教
養
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
久
田
萠
玉
先
生
に
裏
打
ち
の
方
法
を
ご
指
導

頂
き
ま
し
た
。
裏
打
ち
を
す
る
の
が
初
め
て
の
方
や
、
以

前
に
講
座
を
受
け
て
お
ら
れ
て
も
、
も
う
一
度
再
確
認
で

受
講
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

裏
打
ち
す
る
も
の
を
各
自
で
持
参
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

五
月
の
墨
彩
画
の
講
座
で
書
か
れ
た
作
品
を
裏
打
ち
さ
れ

る
方
や
、
か
な
の
作
品
や
滉
陽
展
の
臨
書
の
表
紙
を
裏
打

ち
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

比
較
的
少
人
数
で
し
た
の
で
久
田
先
生
に
個
別
に
ご
指

導
し
て
頂
き
、
み
な
さ
ん
ス
ム
ー
ズ
に
裏
打
ち
を
完
成
さ

れ
ま
し
た
。
ま
る
一
日
は
乾
燥
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
作
品
を
板
に
貼
り
付
け
た
ま
ま
持
ち
帰
ら
れ
ま
し

た
が
、
久
田
先
生
か
ら
万
一
失
敗
し
た
時
の
対
処
方
法
ま

で
教
え
て
頂
き
、
安
心
し
て
講
座
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。 

                   

        

9/ 27～10/2（火～日）滉陽展

10/ 1 （土） 滉陽展　授賞式

10/ 8 (土) まほろば講座

10/ 9 (日) 調和体講座

10/ 16 (日) 古筆講座

10/ 23 (日) 教養講座⑥（中国書道史：前半）

10/ 30 (日) 教養講座⑦（篆書の基本と篆書の般若心経）

11/ 5 （土） まほろば講座

11/ 6 （日） 教養講座⑧（色紙作品）

11/ 20 （日） 古典講座

11/ 27 （日） 教養講座⑨（条幅の創作）

12/ 4 （日） 教養講座⑩（中国書道史：後半）

12/ 9～11（金～日） 飛燕展

12/ 11 （日） 調和体講座

12/ 17 （土） まほろば講座

12/ 18 （日） 古筆講座

今後の予定 

 

◆
十
王
教
室
の
皆
さ
ま
の
作
品
展
示
ご
案
内
◆ 

 

滋
賀
銀
行
江
頭
支
店
ロ
ビ
ー
に
て 

展
示
期
間 

十
一
月
一
日
か
ら
三
〇
日
ま
で 

時 

間 

帯 

九
時
～
十
五
時 

 

◆
 

教
養
講
座 ◆

 
◆
編
集
後
記◆

 

第
三
十
七
回
滉
陽
書
道
展
が
始
ま
り
ま
す
。 

暑
い
中
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
高
校
野
球
に
元
気
を
も
ら
い

な
が
ら
作
品
展
に
向
け
て
制
作
し
て
い
た
頃
が
懐
か
し
い

で
す
。
（
Ｍ
Ｋ
） 


